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硫
  

黄

　

N
P
O
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史

を
語
り
継
ぐ
会
（
以
下
「
語
り
継

ぐ
会
」
と
い
う
）
の
専
務
理
事
と

し
て
、
法
人
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
川
口　

豊
氏
は
、
長
年
に

わ
た
り
P
T
A
活
動
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
平
成
30

年
８
月
、
栄
え
あ
る
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
11
月
27
日
、
蔵
王
猿

倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
横

戸
上
山
市
長
は
じ
め
、
学
校
関
係

者
、「
語
り
継
ぐ
会
」
理
事
等
70
名

が
出
席
し
、「
受
賞
を
祝
う
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
口　

豊
専
務
理
事
は
、
昭
和

　

N
P
O
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴

史
を
語
り
継
ぐ
会
で
は
、
平
成

30
年
11
月
23
日
（
金
）
蔵
王
猿

倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
理
事
に
よ

る
芋
煮
会
を
開
催
し
、
蔵
王
鉱

山
歴
史
資
料

館
の
建
設
計

画
を
協
議
し

ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
平

成
31
年
春
の

山
神
社
の
祭

事
執
行
と
と

も
に
建
設
予

定
地
（
写
真

参
照
）
に
お

い
て
地
鎮
祭
を
執
り
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
の

協
議
の
中
で
、
設
計
事
務
所
か

ら
同
資
料
館
の
ジ
オ
ラ
マ
（
写

真
参
照
）が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）
午
前
、

蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
で

は
、
理
事
等
役
員
10
人
が
参
加
し
、
山

神
社
の
雪
囲
い
を
行
い
ま
し
た
。（
写

真
参
照
）

　

ま
た
同
日
、
雪
囲
い
に
続
い
て
、
平

成
30
年
度
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
七
曲

り
」
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日

の
作
業
は
、
坂
道
を
塞
い
で
い
た
倒
木

の
切
断
と
撤
去
を
行
っ
た
ほ
か
、
竹
藪

に
な
っ
て
い
た
一
部
を
下
刈
り
し
ま
し

た
。「
七
曲
り
」
は
、
坂
道
の
崩
れ
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
こ
の
度
倒
木
も

片
付
け
ま
し
た
の
で
、
通
行
は
十
分
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

筆
者
は
、
小
学
校
の
６
年
間
夏
も
冬

語
り
継
ぐ
会
専
務
理
事
・
川
口
　
豊
氏

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

そ
の
八 

意
外
な
展
開
・
竹
割
さ
ん
と
コ
ン
ビ

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

　

猿
倉
に
あ
っ
た
職
員
ア

パ
ー
ト
を
改
造
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
ニ
ュ
ー
蔵
王
山
荘
。
80

名
程
度
の
小
さ
な
山
小
屋
。

営
業
所
長
１
名
、
総
務
・
経
理

を
担
当
す
る
職
員
２
名
。
ほ

か
に
我
が
組
合
員
９
名
、
そ

し
て
本
社
常
勤
役
員
１
名
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
毎
月
人

件
費
だ
け
で
大
幅
な
赤
字
で

あ
っ
た
。
何
か
が
起
き
る
、
そ

ん
な
不
安
な
日
々
が
続
い
て

い
た
。

　
「
本
社
に
来
る
よ
う
に
」
と

連
絡
が
あ
っ
た
。
閉
山
、撤
収
、

県
労
評
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
蔵
王

山
荘
。
本
社
へ
の
出
頭
は
、
不

気
味
な
感
じ
を
持
つ
、
一
か
八

か
の
出
張
だ
っ
た
。

　

臼
杵
日
東
金
属
社
長
か
ら

「
ニ
ュ
ー
蔵
王
山
荘
は
赤
字
、

赤
字
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、

川
口
君
の
率
直
な
意
見
を
聞

き
た
い
」。
予
想
通
り
の
発
言

が
あ
っ
た
。
私
は
、
す
か
さ
ず

「
す
べ
て
を
私
に
任
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
、
既
に
用
意
し
て
い

た
「
ニ
ュ
ー
蔵
王
山
荘
再
建
計

画
」
を
文
書
で
提
示
し
た
。

　

経
営
権
と
い
う
か
、
営
業
、

人
事
、
経
理
等
、
す
べ
て
を
川

口
に
任
せ
ろ
！
と
い
う
再
建

計
画
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
会
社
側
は
大
い
に
も

め
た
。
労
組
に
乗
っ
取
ら
れ
た

よ
う
な
も
の
、
絶
対
反
対
と

言
う
意
見
。
川
口
君
な
ら
や

れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う

意
見
、
遂
に
徹
夜
と
な
っ
た
。

　

新
丸
ビ
ル
の
４
階
。
昭
和

40
年
４
月
30
日
の
早
朝
、
日

東
金
属
㈱
の
本
社
会
議
室
は

異
様
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。

　
「
川
口
君
に
す
べ
て
を
任
せ

る
」
臼
杵
社
長
の
大
英
断
が

下
っ
た
。
勝
者
の
気
分
で
猿
倉

山
形
市　
　
　

　

海
老
名
六
郎
様
・
佐
東　

弘
子
様

　

鈴
木　

敏
和
様
・
鈴
木　

ヒ
サ
様

上
山
市

　

土
田　

貞
男
様
・
小
松　

正
和
様

　

桑
原
久
仁
美
様
・
中
川　

善
博
様

　

鈴
木　

秀
幸
様
・
川
崎　

充
子
様

山
神
社
の
雪
囲
い
完
了
、「
七
曲
り
」の
整
備

仙人沢に架っていた橋の基礎部分

左カーブの曲がり角を坂の上から撮影

カーブの曲がり角を坂の上から撮影

七曲り頂上出口方向の坂道

　

現
在
想
定
さ
れ
て
い
る
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、    “
資
料
館

の
体
育
館
部
分
を
先
行
施
工

し
、
教
室
棟
は
体
育
館
完
成
後

に
二
期
工
事
と
し
て
行
う 

”

と
の
基
本
方

針
の
下
、
新

元
号
元
年
の

５
月
に
体
育

館
の
地
鎮
祭

を
執
行
す
る

と
い
う
も
の

で
す
。
計
画

通
り
運
び
ま

す
と
、
８
月

頃
に
は
上
棟

式
、
11
月
雪
の
降
る
前
に
は
資

料
館
（
体
育
館
の
部
分
）
完
成
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
計
画
に
沿
っ
て
工
事

が
進
捗
す
れ
ば
、
資
料
館
建
設

事
業
は
、
明
年
秋
に
は
開
館
と

い
う
運
び
に
な
り
ま
す
の
で
、

春
の
地
鎮
祭
以
降
、
展
示
物
の

収
集
作
業
を
開
始
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
展
示
物
の
具
体

的
な
搬
入
計
画
は
、
次
号
以
降

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
ご
自

宅
や
ご
実
家
の
押
し
入
れ
に
、

蔵
王
鉱
山
の
ゆ
か
り
の
品
（
宝

物
）
が
な
い
か
、
今
一
度
探
し

て
く
だ
さ
い
。
当
時
使
用
し
た

カ
ン
テ
ラ
、
マ
ス
ク
等
の
工
具

類
を
始
め
、
給
料
袋
や
組
合
の

機
関
紙
、
資
料
、
そ
の
他
組
合

活
動
に
使
用
し
た
用
品
、
働
い

て
い
た
様
子
を
伝
え
る
写
真
、

各
種
行
事
や
趣
味
活
動
の
写

真
、
生
活
ぶ
り
を
伝
え
る
ご
家

族
の
写
真
等
を
数
多
く
展
示
し

へ
帰
山
。

　
「
本
社
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た

と
思
う
が
、
今
日
か
ら
私
が

最
高
責
任
者
。
そ
の
グ
ル
グ

ル
回
る
椅
子
は
私
が
座
る
。

引
継
ぎ
を
す
る
の
で
机
の
中

を
整
理
し
置
く
よ
う
に
」
閉
山

に
よ
る
切
な
か
っ
た
思
い
を
一

気
に
吐
き
出
す
よ
う
に
通
告

し
た
。
一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の

は
、
私
と
運
命
を
共
に
し
た

残
留
組
合
員
９
名
で
あ
っ
た
。

　

川
口
支
援
の
体
制
は
強
化

さ
れ
た
。
山
形
県
労
評
を
中

心
に
ニ
ュ
ー
蔵
王
山
荘
利
用

の
方
針
が
組
織
さ
れ
賑
わ
い

を
見
せ
た
。

　

本
社
も
元
蔵
王
鉱
山
所
長

の
竹
割
さ
ん
が
社
長
に
就
任

し
、
常
務
に
は
元
総
務
部
長

の
清
水
愛
明
さ
ん
が
、
そ
し

て
東
京
出
張
所
長
に
村
山
司

さ
ん
が
着
任
し
、
川
口
へ
の
支

援
体
制
は
強
化
さ
れ
、「
鉱
山

男
（
や
ま
お
と
こ
）」
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
「
川
口
君
、
僕
は
拓
殖
大
学

に
顔
が
効
く
。
一
緒
に
セ
ー
ル

ス
に
行
こ
う
。」、
竹
割
さ
ん
と

川
口
の 

”客
引
き 

”
は
、
こ

う
し
て
始
ま
っ
た
。

　

マ
サ
に
意
外
な
展
開
と
な

り
多
く
の
方
々
が
ビ
ッ
ク
リ

し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
か
わ
ぐ
ち
）

30
／
９
〜
30
／
11
ま
で
の
ご
報
告

　

会
員
登
録
に
つ
い
て
次
の

通
り
感
謝
を
込
め
て
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
氏
名

鉱山の歴史を伝える

　 　を探してください「お宝」
鉱山の歴史を伝える

　 　を探してください「お宝」
―資料館は、新元号元年秋に開館の運び、春以降、展示物の収集段階に入りますー

感 

謝

蔵王鉱山資料館ジオラマ

た
い
と
構
想
し
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蔵王鉱山資料館建設予定地
（所在～元中川第二小学校跡地。正面のナラ

  の木の大木は、当時の体育館と教室棟の間
  にあった樹木）

猿倉の「七曲り」頂上出入り口
（蔵王ライン、エコー山荘前）

37
年
４
月
、
同
法
人
理
事
長
・
川

口
兼
次
氏
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、

山
形
市
立
商
業
高
校
を
卒
業
後
、

日
東
商
事
㈱
に
入
社
し
会
社
の
業

績
向
上
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

㈳
上
山
青
年
会
議
所
理
事
長
を
勤

め
市
の
産
業
発
展
に
も
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
日
東
商
事
㈱
社
長
に
就
任

し
会
社
の
業
績
を
伸
ば
す
一
方
、

山
形
市
P
T
A
連
合
会
副
会
長
、

山
形
市
立
蔵
王
第
二
小
学
校

P
T
A
会
長
、
山
形
県
P
T
A
連

合
会
副
会
長
、
山
形
市
蔵
王
第
一

中
学
校
P
T
A
会
長
、
山
形
市

P
T
A
連
合
会
理
事
（
中
学
校
部

会
長
）、
山
形
市
立
商
業
高
校

P
T
A
会
長
、
山
形
県
高
等
学
校

P
T
A
連
合
会
会
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
教
育
界
に
お
い
て
も
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
平
成
４
年
３

月
に
開
催
さ
れ
た
べ
に
ば
な
国
体

冬
季
ス
キ
ー
競
技
大
回
転
成
年
二

部
に
お
い
て
優
勝
し
、
金
メ
ダ
ル

に
輝
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
蔵

王
猿
倉
ス
キ
ー
学
校
校
長
、
上
山

市
ス
キ
ー
連
盟
副
会
長
、
山
形
県

ス
キ
ー
連
盟
理
事
に
就
任
し
、
ス

キ
ー
界
の
振
興
と
後
進
の
指
導
等

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

祝
う
会
の
席
上
、
横
戸
市
長
は

じ
め
各
界
の
代
表
よ
り
、
川
口
豊

氏
の
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
業
績

を
讃
え
る
讃
辞
と
と
も
に
、
今
後

各
界
で
活
躍
を
期
待
す
る
激
励
の

言
葉
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

も
こ
の
「
七
曲
り
」
を
登
っ
て
通
学
し

ま
し
た
が
、
学
校
帰
り
に
蛇
を
い
じ
め

た
曲
が
り
角
や
タ
ケ
ノ
コ
や
ブ
ド
ウ
を

取
ろ
う
と
分
け
入
っ
た
斜
面
は
、
昔
の

ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
七

曲
り
」
の
蔵
王
ラ
イ
ン
出
口
の
脇
に
は
、

製
錬
場
と
猿
倉
の
間
の
荷
上
げ
に
使
用

し
た
ウ
イ
ン
チ
の
基
礎
部
分
も
残
っ
て

い
ま
し
た
。



ら
は
、
二
人
の
孫
の
子
守
を
し
な
が

ら
、
庭
の
畑
で
の
家
庭
菜
園
と
、
ヘ

ラ
ブ
ナ
釣
り
、
冬
は
孫
や
上
高
の
同

級
生
と
ス
キ
ー
を
し
て
い
ま
す
。　

体
調
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

６
月
に
突
然
腰
か
ら
背
中
に
か
け
て

激
痛
が
走
り
、
語
り
継
ぐ
会
の
総
会

の
翌
日
に
救
急
車
の
厄
介
に
な
り
、

NPO 法人 蔵王鉱山の歴史を語り継ぐ会 機関紙

ペ
ン
で
結
ぶ
、近
況
だ
よ
り

　

上
山
市
矢
来
で
生
ま
れ
、

昭
和
28
年
、
１
歳
の
誕
生
日

を
待
た
ず
父
母
に
連
れ
ら
れ

元
山
へ
。

ご
家
族
は
、
鉱
山
の
初
期
、

索
道
の
櫓
（
や
ぐ
ら
）
を
組

ん
で
い
た
と
い
う
祖
父
・
嘉

助
さ
ん
、
終
戦
後
山
に
入
っ

た
父
君
・
喜
助
さ
ん
、
そ
の

後
叔
父
の
鈴
木
孝
助
さ
ん
も

入
山
し
、
３
代
に
わ
た
っ
て

山
で
働
い
た
鉱
山
ご
家
族
で

す
。
91
歳
に
な
ら
れ
た
お
母

さ
ん
は
、
今
だ
ご
健
在
。

元
山
の
子
供
さ
ん
た
ち
は
、

小
学
校
の
１
年
生
か
ら
親
元

役 

員 

紹 

介   

理 

事
　

　 

鈴 

木  

敏 

和
さ
ん

⑹ 

蔵
王
鉱
山
の
元
山
訪
問

　

家
庭
訪
問
と
し
て
蔵
王
鉱

山
元
山
へ
向
か
っ
た
。
細
い

道
が
く
ね
く
ね
と
続
く
。
途

中
大
岩
が
あ
り
展
望
の
き
く

と
こ
ろ
で
上
山
の
町
を
見
た
。

汗
を
拭
い
て
ま
た
元
気
を
出

し
て
登
っ
た
。
大
き
く
輪
に

な
っ
て
急
な
坂
に
小
道
が

長
々
と
続
く
。
こ
こ
が
昔
雪

崩
に
会
っ
て
下
ま
で
流
さ
れ

た
と
こ
ろ
だ
と
聞
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
小
道
の
右
側

に
浅
い
排
水
溝
が
あ
り
、
美

し
い
黄
色
の
高
山
植
物
も
あ

る
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
元
山

の
屋
根
が
見
え
て
き
た
。
も

う
一
息
と
が
ん
ば
っ
て
登
り

着
く
と
、
ド
テ
ラ
を
着
た
中

年
男
性
と
会
う
。
挨
拶
を
し

た
ら
「
お
前
、
ど
こ
の
何
も

の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

「
学
校
の
先
生
だ
。」
と
答
え

る
。
午
前
10
時
頃
、
ド
テ
ラ

を
着
て
左
手
に
４
合
ビ
ン
を

　祖父、父、叔父の 3 代で働いた鉱山ご一家。

「若竹寮」で集団生活。閉山後、転校を繰り

返し苦労。蔵王半郷にお住まい、今もって

現職、多忙な毎日。

あ
の
人
こ
の
人

訪
問
記

訪
問
記

訪
問
記

中
川
第
二
小
学
校
で
教
鞭  

蔦
谷　 

栄
三
先
生

抱
え
、「
お
い
飲
ま
ん
か
。」

と
突
き
出
し
た
。
突
然
だ
っ

た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る

と
、
彼
は
い
き
な
り
酒
ビ
ン

を
岩
に
打
ち
付
け
て
笑
っ
た
。

　

鉱
山
は
、
一
日
三
交
代
で

作
業
し
て
い
る
の
で
、
今
は

朝
の
番
の
人
が
働
い
て
、
あ

と
の
人
た
ち
は
家
で
休
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
、
日
中
寝
巻

を
着
て
歩
く
の
は
当
た
り
前

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

受
持
ち
の
児
童
の
家
を
訪

ね
る
と
、
お
父
さ
ん
は
寝
て

い
て
、
お
母
さ
ん
が
相
手
に

な
っ
て
く
れ
た
。
児
童
の
こ

と
を
心
配
そ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
が
、
私
は
、「
ど
こ
の
家

だ
っ
て
心
配
事
は
あ
る
も
の

だ
。
今
日
お
聞
き
し
て
良
か
っ

た
。」
と
言
っ
て
、
次
の
家
を

訪
問
し
た
。「
今
日
は
」
と
大

声
で
言
う
と
、「
お
待
ち
し
て

い
ま
し
た
。」
と
お
母
さ
ん
が

言
っ
て
く
れ
た
の
で
安
心
し

た
。「
う
ち
の
子
は
、
学
校
の

寮
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
の

で
、
心
配
で
ね
。」
と
言
う
。

学
寮
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ

聞
い
て
く
れ
た
。
私
は
、
学

寮
の
係
だ
っ
た
の
で
、
小
学

校
１
年
か
ら
６
年
生
ま
で
の

子
が
兄
弟
の
よ
う
に
仲
よ
く

助
け
あ
っ
て
寮
生
活
を
し
て

い
る
様
子
を
詳
し
く
話
す
と
、

安
心
し
て
、
に
こ
に
こ
微
笑

ん
で
く
れ
た
。

　

鉱
山
に
は
、
学
寮
が
二
つ

あ
っ
た
。
小
学
生
用
は
、
中

川
第
二
小
学
校
の
北
隣
り
に

あ
っ
て
、
学
校
隣
な
の
で
、

指
導
が
行
き
届
き
安
心
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ

の
寮
は
、
中
川
中
学
校
の
北

側
に
あ
り
、
中
学
生
だ
け
の

寮
で
あ
る
。
１
年
か
ら
３
年

生
ま
で
一
緒
に
な
り
、
助
け

合
っ
て
生
活
し
て
い
た
が
、

さ
す
が
３
年
生
と
も
な
れ
ば

難
解
な
問
題
も
発
生
し
て
、

寮
の
指
導
に
大
変
な
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
元
山
の
家
族
と

の
連
携
で
生
活
上
の
問
題
も

な
く
、
元
気
に
寮
生
活
を
し

て
い
る
が
、
進
学
や
生
活
上

の
こ
と
な
ど
も
生
徒
と
家
庭

が
協
力
し
、
立
派
に
運
営
さ

れ
て
い
る
。（
次
号
に
つ
づ
く
）

◇ 

湯
治　

杖
を
頼
り
の
日
常  

　

生
活
。
転
々
と
変
わ
っ
て
の

　

整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
待
ち
時

　

間
３
時
間
、診
察
５
分
。ぐ
っ

　

た
り
疲
れ
て
帰
宅
。
他
人
に

　

渡
っ
て
し
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
蔵

　

王
山
荘
時
代
の
温
泉
。
こ
れ

　

を
取
り
戻
し
て
火
山
に
珍

　

し
い
ア
ル
カ
リ
性
の
温
泉

　

復
活
、
そ
し
て
「
湯
治
」。

　

俺
の
最
後
の
仕
事
は
コ
レ

　

ダ
、
と
ハ
ラ
を
決
め
た
。

　
　
　
　
　
　
（
か
わ
ぐ
ち
）

◇ 

長
屋
の
ト
イ
レ　

川
口
豊

　

専
務
理
事
の
「
祝
う
会
」
に

　

我
が
同
級
が
４
人
参
加
、
し

　

ば
ら
く
ぶ
り
の
同
級
会
。

　
「
運
動
会
で
は
久
仁
美
が
早

　

く
て
か
な
わ
な
か
っ
た
」「
体

　

育
館
の
映
画
会
に
皆
で
場

　

所
取
り
を
し
た
」「
サ
ム
ラ

　

イ
長
屋
の
ト
イ
レ
が
朝
の

　

ラ
ッ
シ
ュ
時
い
つ
も
満
杯
。

　

我
慢
で
き
な
い
と
き
は
風

　

呂
場
前
の
長
屋
の
ト
イ
レ

　

に
駆
け
込
ん
だ
。」。
風
呂
場

　

前
長
屋
の
住
人
だ
っ
た
美

　

代
子
が
「
自
分
た
ち
も
サ
ム

　

ラ
イ
長
屋
に
駆
け
込
ん
だ
」

　

と
の
こ
と
。
そ
れ
を
聴
い
て

　

い
た
猿
倉
住
人
の
弘
子
、「
ト

　

イ
レ
は
家
に
あ
っ
た
」
と
驚

　

く
。
殿
様
長
屋
の
竹
志
の
と

　

こ
ろ
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

　

聴
く
の
を
忘
れ
た
。
不
便
も

　

あ
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
と
盛

　

り
上
が
る
。　
　
　
（
髙
橋
）

◇ 

元
山
の
子
供
達　
「
祝
う
会
」

　

で
の
土
屋
健
一
さ
ん
の
話
。

蔵
王
通
信

中
川
第
二
小
学
校
と
共
に
生
き
る
（ 

そ
の
３)

中
川
第
二
小
学
校
と
共
に
生
き
る
（ 

そ
の
３)

◇
佐
藤
竹
志
か
ら

 

✒

 

桑
原
久
仁
美
君
へ
◇

　

久
仁
美
君
お
便
り
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。　

同
じ
上
山
市
内
に

居
な
が
ら
、
中
々
会
う
機
会
が
無

く
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。　

久
仁

美
君
と
の
思
い
出
は
、
沢
山
有
り

過
ぎ
て
と
て
も
書
き
切
れ
ま
せ
ん

の
で
、
自
分
の
そ
の
後
を
書
き
ま

す
。

　

私
は
、
閉
山
の
年
に
永
野
に

あ
っ
た
家
に
引
っ
越
し
を
し
ま
し

た
が
、
道
路
の
拡
張
に
伴
い
高
校

三
年
の
夏
に
上
山
の
北
町
に
家
ご

と
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
合
格
し
て
い

た
国
家
公
務
員
の
中
か
ら
山
形
労

働
基
準
局
に
採
用
と
な
り
、
米
沢

に
二
度
（
５
年
間
）
と
村
山
に
一

度
（
５
年
間
）、
後
は
山
形
で
29

年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
57
歳
で
い

わ
ゆ
る
肩
た
た
き
を
受
け
早
期
退

職
し
て
、
関
連
団
体
へ
の
再
就
職

を
経
て
63
歳
で
勇
退
し
ま
し
た
。

　

家
族
は
、
昭
和
５
０
年
に
結
婚

◇
10
月
発
行
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
諸
般

の
事
情
か
ら
遅
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
こ
の
春
以
降
、
民
生

委
員
仲
間
の
お
誘
い
を

受
け
、
上
山
城
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ア
ガ
イ
ド
を

し
て
い
ま
す
。
案
内
に

先
立
ち
、
蔵
王
鉱
山
出

身
で
あ
る
と
自
己
紹
介

を
す
る
と
、
県
内
の
高

齢
者
は
ほ
と
ん
ど
鉱
山

◇
佐
藤
竹
志
か
ら

　✒

 

長
谷
部
佳
明
君
へ
◇

　

佳
明
君
は
妹
の
け
い
子
と
同
級

生
で
し
た
ね
。　

父
竹
雄
と
一
緒

に
製
錬
場
の
築
炉
班
で
仕
事
を
し

て
い
た
、
お
父
さ
ん
の
静
男
さ
ん

が
、
名
カ
メ
ラ
マ
ン
で
鉱
山
の
出

来
事
を
記
録
に
残
し
て
い
た
こ
と

は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
で

す
ね
。
私
も
中
学
１
年
の
時
に
坊

平
か
ら
蔵
王
山
へ
の
ス
キ
ー

ツ
ァ
ー
で
、
ス
キ
ー
が
あ
ま
り
得

意
で
な
い
の
に
一
生
懸
命
つ
い
て

行
っ
て
み
ん
な
の
写
真
を
撮
っ
て

も
ら
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

閉
山
後
の
ご
家
族
の
状
況
や
近
況

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
程
、
上
山
郷
土
史
研
究
会

会
員
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
大
正
期

の
中
川
村
を
紹
介
す
る
本
を
見
せ

て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
操
業
初
期
の
蔵
王
鉱
山

の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
会
員
皆
様
の
参
考
に
供
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
書
籍
は
、
甲
石
に
住
む
、

鈴
木
光
蔵
と
い
う
人
（
故
人
）
が

大
正
９
年
に
「
主
ニ
本
村
ノ
概
況

ヲ
知
ル
ノ
便
ニ
供
ス
ル
ト
同
時
ニ

倍
々
愛
郷
ノ
念
ヲ
惹
起
セ
シ
ム
ル

ノ
一
端
ニ
資
ス
ル
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
」

と
の
目
的
で
編
集
、
発
行
し
た
「
中

川
村
誌
」
と
い
う
小
冊
子
で
す
。

　

村
内
の
名
勝
の
一
つ
と
し
て
、

蔵
王
鉱
山
が
仙
人
沢
の
観
音
滝
等

と
並
び
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
村
誌
に
は
、
末
尾
に
「
中
川
村

地
形
全
図
」
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、

製
錬
場
を
基
点
と
し
て
、
上
山
駅
及

び
元
山
ま
で
の
索
道
の
架
線
が
引
か

れ
て
い
ま
す
。

な
お
製
錬
場
に
は
、
３
棟
の
建
物
が

表
記
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
２
棟
は
、

索
道
原
動
所
の
北
側
に
あ
り
、
ほ
か

１
棟
は
南
側
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

北
側
２
棟
は
、
製
錬
所
、
南
側
１
棟

は
、
住
宅
棟
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
な
お
、
元
山
に
は
、
建
物
の

表
記
が
見
当
た
ら
な
い
。

そ
の
後
、
同
地
図
を
甲
石
地
区
に
住

む
歴
史
に
詳
し
い
人
に
見
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
当
時
親
戚
が
県
内
に
駐

屯
し
て
い
た
軍
の
参
謀
本
部
に
勤
め

「
永
野
地
積
蔵
王
山
硫
黄
鉱
業
株
式

会
社
ニ
於
テ
　
硫
黄
ヲ
上
山
ニ
搬
出

ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
去
ル
大
正
五
年

四
月
蔵
王
山
字
観
音
原
硫
黄
製
錬
所

ヨ
リ
上
山
停
車
場
マ
テ
ノ
間
ニ
鉄
索

ヲ
架
設
シ
タ
リ

其
支
柱
枠
ハ
七
拾
余
　
基
工
費
拾
参

の
事
を
知
っ
て
お
り
、

そ
の
反
応
を
見
な
が

ら
人
知
れ
ず
喜
ん
で

い
ま
す
。

◇
次
号
は
、
山
神
社

祭
礼
と
資
料
館
地
鎮

祭
を
前
に
し
た
平
成

31
年
３
月
初
め
に
お

届
け
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
厳
寒
の
み
ぎ

り
ご
自
愛
の
上
良
い

年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。　
　
　
（
髙
橋
記
）

編 集 後 記

　―

元
山
を
家
庭
訪
問
。
ド
テ
ラ
を
着
た
人
か
ら
酒
を
勧
め
ら
れ
る
。

寮
生
活
を
し
て
い
る
児
童
の
様
子
を
報
告
、
親
が
安
堵
。―

　

若
竹
寮
に
い
た
時
、
元
山
の

　

親
が
お
菓
子
な
ど
を
入
れ

　

た
箱
に
名
前
を
付
け
て
、
索

　

道
で
製
錬
場
の
原
動
所
に

　

送
っ
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
れ
を
期
待
し
て
、
よ
く
索

　

道
の
荷
物
を
眺
め
て
い
た

　

と
言
う
。
元
山
の
子
供
た
ち

　

は
、小
学
６
年
、中
学
３
年
、

　

高
校
３
年
計
15
年
間
、
親

　

と
離
れ
て
生
活
し
て
い
た
。

　

今
で
は
、
考
え
ら
れ
な
い
境

　

遇
。
製
錬
場
の
私
た
ち
に
は

　

分
か
ら
な
い
苦
労
が
あ
っ
た

　

よ
う
だ
。　
　
　
　
（
髙
橋
）

◇ 

蔵
王
開
拓　

中
川
第
二
小

　

学
校
の
教
頭
を
さ
れ
た
佐

　

藤
信
雄
先
生
「
蔵
王
開
拓

　

の
歩
み
」
と
い
う
本
を
編
集

　

し
遺
産
と
し
て
残
し
て
い

　

る
。
洋
服
店
の
二
代
目
・
峯

　

田
勉
氏
よ
り
見
せ
て
も
ら
っ

　

た
。
昭
和
25
年
以
降
閉
山

　

ま
で
、
蔵
王
開
拓
か
ら
30

　

人
の
住
人
が
鉱
山
に
勤
め

　

た
と
の
こ
と
。
年
譜
に
「
鉱

　

山
ま
で
の
定
期
バ
ス
が
昭
和

　

26
年
５
月
運
行
開
通
す
る
」

　

と
の
記
事
。
朝
夕
、
変
電
所

　

前
の
停
留
所
に
止
ま
っ
て
い

　

た
「
銀
バ
ス
」
を
思
い
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
髙
橋
）

◇ 

「
鉱
山
の
思
い
出
」　

同
記

　

事
を
投
稿
し
て
い
ま
す
。
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
上
山
市

　

中
川
地
区
公
民
館
へ
よ
う

　

こ
そ
」
か
ら
開
い
て
ご
覧
下

　

さ
い
。　
　
　
　
　
（
髙
橋
）

し
二
人
の
娘
が
い
ま
す
。
妻
の
芳

子
は
、
市
内
の
保
育
園
で
パ
ー
ト

勤
め
を
し
て
い
ま
す
。
長
女

は
結
婚
し
て
山
形
に
家
を
建

て
二
人
の
男
の
子
が
い
ま
す

が
、
次
女
は
ま
だ
結
婚
せ
ず

同
居
し
て
い
ま
す
。

　

父
の
竹
雄
は
、
閉
山
後
山

形
相
互
銀
行
上
山
支
店
に
再

就
職
し
、
そ
の
後
段
ボ
ー
ル

工
場
の
工
場
長
を
長
年
し
て

い
ま
し
た
。
母
の
ユ
ウ
は
、

永
野
で
店
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
上
山
に
移
っ
て
か
ら
は
、

饅
頭
の
中
條
屋
や
、
競
馬
場
、

父
の
段
ボ
ー
ル
工
場
に
勤
め

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
竹
雄

は
平
成
20
年
94
歳
で
、
ユ
ウ

は
平
成
27
年
96
歳
で
天
寿
を

全
う
し
ま
し
た
。
姉
の
ユ
リ

子
は
埼
玉
で
、
妹
の
け
い
子

は
山
形
で
、
恵
美
子
は
上
山

で
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
と
言
う
と
、
退
職
し
て
か

を
離
れ
、
元
山
ま
で
の
索
道

原
動
所
脇
に
あ
っ
た
「
若
竹

寮
」
で
集
団
生
活
。
鈴
木
さ

ん
も
１
年
か
ら
入
寮
。
37
人

く
ら
い
の
子
供
さ
ん
が
入
寮

し
て
い
た
と
の
こ
と
。
無
邪

気
な
１
年
生
か
ら
生
意
気
な

６
年
生
ま
で
、
さ
ぞ
か
し
に

寮
内
は
賑
や
か
だ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
日
曜
日
の
夕
方
、

「
サ
ム
ラ
イ
長
屋
」
か
ら
、
寮

生
が
集
団
を
組
ん
で
油
坂
方

向
か
ら
歩
い
て
帰
っ
て
来
る

姿
を
い
つ
も
眺
め
て
い
ま
し

た
。

　

閉
山
後
、
転
校
を
繰
り

返
し
、
中
川
第
二
小
、
中

川
小
、
蔵
王
第
二
小
と
３

校
を
渡
り
歩
い
た
と
の
こ

と
。
６
年
間
で
３
校
の
転

校
と
は
、
大
変
ご
苦
労
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
蔵
王
半
郷
の

ご
自
宅
で
母
君
、
奥
様
と

３
人
で
お
暮
し
。
今
も
っ
て
会
社

役
員
を
勤
め
る
現
職
。
毎
日
出
勤

し
て
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
ツ
ー
リ
ン
グ

と
冬
の
ス
キ
ー
で
若
さ
を
保
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

◀ 猿倉スキー場で孫（悠飛と陽羽）と

▲ 次女=衣利子、妻=芳子、長女=里香

操
業
初
期
の
蔵
王
鉱
山

～
索
道
架
設
は
大
正
５
年
。

　　　　　　　　　　

製
錬
場
に
建
物
が
３
棟
あ
り
～

て
お
り
、
軍
上
層
部
に
命
令
さ
れ
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　
「
上
山
市
史
年
表
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
村
誌
が
作
成
さ
れ
た
時
期
は
、

大
正
７
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
終

結
し
、
翌
８
年
に
は
、
戦
後
の
経
済

恐
慌
が
起
こ
っ
た
時
期
に
あ
た
り
、、

本
格
的
な
操
業
が
昭
和
11
年
か
ら
始

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
不
況
の
影
響
を
受
け
、
休
業
状

態
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

萬
余
円
に
上
リ
　
而
シ
テ
延
長
ハ
七

里
八
分
ア
リ
　
四
拾
馬
力
の
電
気
ヲ

応
用
シ
鉄
索
ヲ
回
転
　
工
事
請
負
人

ハ
加
藤
甚
七
吉
田
伝
七
ノ
両
人
ナ
リ

　
此
製
錬
所
ヨ
リ
硫
黄
採
掘
場
マ
テ

ハ
約
二
里
ア
リ
テ
此
間
モ
鉄
索
ニ
テ

運
搬
セ
リ
　
該
鉱
山
ハ
去
ル
明
治
四

十
年
石
川
氏
ノ
創
業
ニ
係
リ
シ
カ
後

大
正
七
年
株
式
会
社
ト
ナ
リ
　
主
任

ハ
池
田
氏
ト
ナ
ル
」

製錬場

山
大
に
１
週
間
入
院
し
て
き
ま
し

た
。
左
の
腎
臓
の
う
胞
に
出
血
し

た
こ
と
に
よ
る
痛
み
だ
っ
た
よ
う

で
、
原
因
は
不
明
と
言
わ
れ
そ
の

後
が
不
安
で
し
た
が
、
徐
々
に
通

常
の
生
活
に
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
。

今
は
控
え
て
い
ま
す
が
、
私
も

元
々
酒
が
好
き
な
方
な
の
で
快
復

し
た
ら
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う
。
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